
現在、プロジェクトの開発リーダーを任されています。実習の成果を活かして競技会に出場！

修了生の活躍事例

福山職業能力開発短期大学校
専門課程

電子情報技術科

就職先企業での活躍

株式会社エースシステムズ（広島県福山市）

上司からの声 本社事業部課長 門田 学 様

1982年に広島県福山市で創業。現在は福山本社と東京、名古屋、大阪に各支店を持つ独立系のソフトウエア会社
です。企業や地方自治体の客先との商談からシステム設計、プログラム開発、サポートまでを一括で手掛ける仕
事を基盤に、クラウドサービスやモバイル開発などを手掛け、時代のニーズにこたえる企業として頑張っておら
れます。会社のビジョンとしてAce Philosophyを掲げられ、Create It!を掲げて、お客様の要望、要件を満たし
た上に、さらにもう一歩踏み込んだ提案をすることをミッションとされています。
主な事業は、①システムインテグレーション事業②クラウド事業③モバイルアプリ事業④パッケージ販売事業等

現在福山能開短大の修了生5名が活躍

下井 蓮生さんの業務

株式会社エースシステムズ
本社事業部

下井 蓮生 さん(25)

平成２９年度 修了

様々なお客様の業務システムの開発で設計・製造
工程に携わっています。システム毎にネットワーク
環境やソフトウェア作成に使用する言語などが異な
るため、日々勉強しながら作業に取り組んでいます。

就職に強い福山能開短大への進学が
将来の幅を広げてくれました！

業務システムの開発を行う下井さん▶

競技会用に製作した
サッカーロボット

どんな仕事でも責任感を持って対応してくれてお
り、安心して仕事を任せられています。また、初め
てのプログラミング言語や技術でも、臆することな
く前向きに取り組んでくれるため、「彼に任せてみ
よう！」と思わせてくれる頼れる人材です。

現在は自治体向けパッケージシステム改修の開発リーダーを任されており、
開発元とのやり取りや、プロジェクトメンバーの技術サポート、指導などを
行っています。主体的かつ計画的に仕事を進めていくことを心がけています。
任された仕事について詳細に把握して見える化し、優先順位をつけ、スケ

ジュールを設定してから取り組みます。情報をアウトプットすることで、頭の
中をクリアにし、集中力を上げ効率的に仕事を進める事ができています。

卒業制作でサッカーロボットの製作・大会への参加
に取り組みました。筐体の素材やセンサ・モーター・
マイコン等の部品の選定やロボットを制御するプログ
ラムの作成を2人で行いました。努力の甲斐あって当
時開催された大会で入賞を果たすことができました。

福山職業能力開発短期大学校電子情報技術科では、電子
回路やプログラムの作成について実習形式で学びました。
電子分野では「ボタンを押すとLEDが点灯する電子回

路」、情報分野では「年齢を入力すると生年月日を表示す
るプログラム」など、できることはとてもシンプルで限界
があります。ですが、両分野の技術を学び実践することで
「ボールを捕捉し、ゴールに向かって前進するサッカーロ
ボット」を製作することができました。
自分なりに考えて、実践してみることで知識が深められ

るため、とても楽しい学科だと思います。


	スライド番号 1

